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公益財団法人川崎市産業振興財団と GIP GENOPOLE との覚書締結について 

 

■目 的 

（１）国際的な視認性と影響力の向上 

（２）外国企業や投資を引き付けるための地域のプロモーション 

（３）優れた実践の交換を通じた能力とノウハウの向上 

（４）ステークホルダーの国際的な発展を支援する機会の促進および提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■締結日／有効期間 

 令和８年１月１９日 ／ ３年間（令和１１年１月１８日） 

 

■調印式の様子（令和８年２月２７日 GENOPOLE オフィスにて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人川崎市産業振興財団（理事長：鈴木毅）と、フランスの GIP GENOPOLE（代表者：Gilles 

Trystram）は、令和 8 年 1 月 19 日、双方の機関の発展を目的とした交流及び協力プログラムの確立に関

する「協力に関する覚書」を締結するとともに、令和 8年 2月 27 日、GENOPOLE オフィスにおいて調印式

を開催いたしましたので、お知らせいたします。 

今後は、本覚書に基づき、公益財団法人川崎市産業振興財団及び GIP GENOPOLE が、それぞれの有する

機能、ノウハウ及びネットワーク等を活かし、イノベーション及びバイオテクノロジー分野における協力

関係の一層の促進に取り組んでまいります。 



■各者コメント 

 GENOPOLE エグゼクティブディレクター Christophe Lanneau 

本日の MOU 締結にあたり、皆さまをお迎えできることを大変嬉しく思います。 

これは新たなスタートです。今回の連携には多くのシナジーがあり、今後の協力に大きな可能性を感じていま

す。また、順調なスタートを切ることができたと感じており、皆さまが取り組まれている活動に深く感銘を受けて

います。日本とフランスの双方において、両機関がイノベーションを支え、知見を共有しながら協力していくこと

は、非常に意義のある取り組みになると考えています。  

 川崎市産業振興財団 理事長 鈴木 毅 

これまで GENOPOLE と KIIP（川崎市産業振興財団）は、スタートアップインキュベーション事業やエコシステム形

成などの分野で交流を重ねてきました。こうした交流のもとで、今回、両拠点の包括的な連携・交流に関する MOU を

締結できたことを嬉しく思うとともに、このすばらしい機会を与えていただいた、GENOPOLE の皆様に心から感謝を

申し上げます。  

日本におけるライフサイエンスのイノベーションクラスターとして川崎キングスカイフロントは大きく成長して

います。さらにインキュベーション事業 iCONM with Biolabs や、創薬スタートアップの成長を支援するエコシステ

ム形成プロジェクトが大きな成果を上げています。私たち KIIP は、川崎市が進めるライフサイエンス産業振興政策

の事業実施組織であり、MOU に基づいて多くの連携事業を生み出していきたいと考えています。そして、両拠点の共

創によって作り出されるエコシステムにより、両拠点がさらに発展し、連携の絆が強固なものになることを願って

います。 

 

■各者概要 

【GIP GENOPOLE】 

■代表者 Gilles Trystram 

■所在地 91000 Évry-Courcouronnes, France 

■設 立 1998 年 

■概 要 Genopole は、遺伝子研究およびライフサイエンス、環境分野におけるバイオテクノロジーを中心

としたフランスのバイオクラスターです。現在、78 のバイオテクノロジー企業、16 の研究機関、

23 の技術プラットフォームに加え、エヴリー・パリ・サクレー大学の教育プログラムなどが集積

しています。バイオテクノロジー企業の成長支援や産業界への技術移転の促進、ライフサイエン

ス分野における研究の発展、さらにこれらの分野を担う高度人材の育成を目的として活動してい

ます。議長ステファン・ボーデ氏をはじめ、フランス政府、イル・ド・フランス地域圏、グラン・

パリ・シュッド都市共同体、AFM テレトンなどの支援のもと運営されています。 

【公益財団法人川崎市産業振興財団】 

■代表者 鈴木 毅 

■所在地 神奈川県川崎市幸区堀川町 66 番地 20 

■設 立 1988 年 4 月 

■概 要 産業の空洞化と需要構造の変化に対処する目的で、川崎市の 100%出捐により昭和 63 年に設立。

市場開拓、研究開発型企業への脱皮、それを支える技術力の養成、人材の育成、市場ニーズの把

握等をより高次に実現するため、川崎市産業振興会館の機能を活用し、地域産業情報の交流促進、

研究開発機構の創設による技術の高度化と企業交流、研修会等による創造性豊かな人材の育成、

展示事業による販路拡大等の事業を推進し、地域経済の活性化を図っている。 

 

■お問い合わせ先 

公益財団法人川崎市産業振興財団 殿町キングスカイフロントクラスター事業部 来 栖 電話 044 (589) 4780 


